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２０２３－２０２４年度 

釧路ベイロータリークラブ会報 

会長方針「広めようロータリーの輪」 

 

  

 

 

 

■ 点  鐘        千葉 潔 会長 

 

■ 国歌斉唱 『君が代』 

■ ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞ『奉仕の理想』 

■ 四つのﾃｽﾄ 

ｿﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ   貝嶋 政治 君 

 

■ 会長挨拶          千葉 潔 会長 

 

皆様こんばんは９月は基本的教育と識 

字率向上月間です。世界的にも９月８

日は『国際識字デー』となっておりま

す。若い会員の方は聞きなれない言葉

かもしれません。ロータリーでは教育支

援の一環として取り組んでいる事業で

す。現在、読み書きの出来ない１５歳以

上の人の数は世界に約７億７５００万人

と言われています。これは全世界の成

２０２３－２０２４年度 第６回（通算第１１９６回） 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ『ｸﾗﾌﾞﾌｫｰﾗﾑ①』【担当】ﾛｰﾀﾘｰ研修委員会 

■日時：令和５年９月５日（火）１９時００分～ ■例会場：ANA ｸﾗｳﾝﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ釧路  

【会長】千葉 潔 【副会長】渡辺 雅樹 【幹事】横山 豊 【副幹事】後藤 義信 
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人の１７％にあたります。しかも、学校

に通っていない子供は世界に６７００万

人いるとも言われております。日本で

は、読み書きが出来ると言う事は当た

り前の事の様に思われていますが、地

球上には読み書きの出来ない人が沢山

いるのです。読み書きが出来なけれ

ば、良い仕事を見つける事が出来ず、

貧しい暮らしを余儀なくされます。また

そればかりではありません。例えば、薬

の飲み方が書いてあっても読む事が出

来ないので、どの様に飲んだら良いの

かわからない人もいるでしょう。こうし

た、貧困の格差・連鎖を断ち切る為に

も、ロータリアン達は世界中の色々な地

域で、すべての人達が読み書きできる

様にと、活動を続けております。私もロ

ータリアンの一人として、クラブの皆様

と共にこの活動を応援して参ります。

宜しくお願い致します。会長挨拶は以

上です。 

■ 幹事報告           横山 豊幹事 

 

１， RLI の受講申し込みをパーソナルボック

スにお入れしました。受講希望者は幹事

までお申し出ください。 

２， 前回の例会でお知らせしました秋田の豪

雨災害の義援金にご協力お願いします。 

３， 本日例会終了後理事役員会を４階、雅の

間で開催いたします。幹事からの報告は

以上です、どうぞよろしくお願い致しま

す。 

■ 委員会報告 

【RLI 委員会 森 圭一郎委員】 

 

第３期の RLI 開催のご案内が届いており

ますので、参加希望の方はお知らせ下さい。 

【親睦活動委員会 大越 拓也委員長】 

 

次回例会の野遊会についてのご説明があり

ました。 
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■ 各種記念日の紹介（親睦活動委員会） 

 

・大山さん、お帰りなさい～ 

【入会記念日】 

 該当者はありません。 

【誕 生 祝】 

漆崎 隆君 昭和２３年９月５日(７５歳) 

 

・漆崎会員、おめでとうございます！ 

【結 婚 祝】  

 該当者はありません。 

☆ 本日のﾆｺﾆｺ献金 

【濱田委員長宜しくお願いします。】 

千葉潔君、横山豊君、後藤義信君、遠藤若枝君 

平野知子君、大越拓也君、伊藤広樹君、森圭一郎君 

濱田聖子君、貝嶋政治君、葭本正美君 

【今日から後期高齢者になります。】 

漆崎隆君 

 

 

【義理の父の葬儀に当たり、 

香典ありがとうございました。】 

植原元晴君 

☆本日のニコニコ献金         ￥26,000円 

            累計        ￥208,000円 

・皆さん、ありがとうございました。 

 

本日の発表は初鳴き、美馬会員でした！ 

・本日の例会 

「ｸﾗﾌﾞﾌｫｰﾗﾑ①」  

担当：ﾛｰﾀﾘｰ研修委員会 

・ﾛｰﾀﾘｰ研修委員会 濱田 聖子委員長 

 

皆さんこんばんは。この度ﾍﾞｲ集会の集まり

が４班に分かれて、たま鳥、三共八千代寿司、

ﾋﾟｯﾄｲﾝとそれぞれの会場に分かれ行われま

した。皆さんお疲れ様でした。私がﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ

に入会して一番気に入ったのがこの家庭集

会でした。４～５人位のこの集まりは、美味し

いものを前にﾘﾗｯｸｽをして、ｸﾗﾌﾞの例会には



 

釧路ベイロータリークラブ会報 

4 

 

無い雰囲気と各自の個性的な顔があります。

色々な事が学べる所でも有り、楽しい会合で

す。さて、今回のﾃｰﾏは「会員増強に向けての

取組について」です。各班からの報告を読ま

せていただきました。ﾛｰﾀﾘｰの目的である「奉

仕」には欠かせない「会員増強」ですが、簡単

の様で中々難問のﾃｰﾏです。各班の報告を見

せていただきましたが頷くものばかりでした。

皆様はよく理解できていることが伝わって

きました。私が思うのは、先ずは自分自身が

ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞを大好きになる事だと思います。

ﾌｧﾝになれば熱く語れます。その語らいを、こ

の人はと思う方に心から熱く語れます。周り

を見てまず、①健康な人、②例会に出席でき

る人、③年会費が収められる人、以上３点が

叶えられる人を見つけてﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞを熱く語

れば、１～２名は増えていくでしょう。今年度

は２名の新入会員を迎える事が出来て嬉し

い限りです。ｽﾎﾟﾝｻｰのご尽力と共に、新入会

員の皆様に感謝いたします。それでは各班の

報告をお願いいたします。 

【第１班報告者 漆崎 隆会員】 

 

１， 新入会員募集中の資料を持って勧誘す

る。 

２， ｵｰﾌﾟﾝ例会(ﾛｰﾀﾘｰに興味を持っている人

や友人を例会に招待する)を行う。 

３， 様々な人々に、入会の声を掛ける。 

４， 職業分類表の空席の候補者に、積極的

に声を掛ける。 

５， 新入会員のｹｱが必要。楽しく、面白くな

るように。 

６， 仕事のﾁｬﾝｽが少ない。 

７， 地道にやるしかない。 

８， 最低でも会員２６名は必要である。でな

ければ、担当の掛け持ちが出る。 

【第２班報告者 大越 拓也会員】 

 

１， 月に２回程度の例会になると寂しい。 

２， ﾛｰﾀﾘｰに入会して、様々な職種の人と繋

がることは素晴らしい。 

３， 例会が少なくなると慣れてしまう。 

４， 新入会員を増やすという目的で例会費

を下げたが、今のところ成果が見えない。 

５， 例会に出席できていないので例会が減

ったことに支障は無い。 

６， 例会を減らしたら出席率が悪くなったｸﾗ

ﾌﾞがある。 

７， 会費の金額ではなく楽しさが大事。 

８， ﾛｰﾀﾘｰの活動をもっとｱﾋﾟｰﾙすべき。 
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【第３班報告者 平野 知子会員】 

 

１， 例会出席率を上げるため、声掛けをし、

出席しやすい環境を作る。 

２， 今いる会員を大切に。 

３， 横の繋がりをもっと太く。 

４， 若いﾒﾝﾊﾞｰで結束を高める。 

５， 入会１０年未満のﾒﾝﾊﾞｰで結束を高める。 

６， 例会以外でもさらに結束を高める。 

【第４班報告者 植原 元晴会員】 

 

１， 候補者のリストアップは職場での付き合

いのある方が中心になるかと思います

が趣味やサークルなど様々な領域にお

いて考えてみましょう。 

２， 候補者にとって入会が魅力のあるもの

になるようにクラブ自体も親睦活動を

中心に盛り上げていく必要がある。 

３， 会費や例会時間、例会回数など今年度

から変更になり以前よりも入会しやすく

なったと思いますので他クラブとの違

いをアピールして勧誘できるのではな

いかと思う。 

４， 退会防止に向けてクラブの魅力を高め

るべく例会を充実させていくことが必

要と思う。 

５， クラブ内にゴルフサークルなど様々な

グループを作りクラブ外の方にも参加

してもらうなどして親睦を深め入会に

つなげる。 
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釧路ﾍﾞｲﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ出席委員会  出席ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ委員会 後藤委員長 

在 籍 会 員 数 ２１名 賜 暇 / 免 除 欠席 / メイクアップ 出 席 率 

今 週 の 出 席 率 １4名 名 / 名 ７名 / 名 66．７％ 

 日 修正出席率   名 名 / 名 名 / 名   ％ 

 

 会報・雑誌・IT委 員 長  森 圭一郎：fujitokenkogyo@purple.plala.or.jp                ｸﾗﾌﾞ事務所 

      副 委 員 長  後藤 義信：yoshinob510@outlook.com      釧路市幸町14丁目1-1ﾉｰｽｺｰﾄｻﾝｽｲ2階   委      

員   伊藤  広樹：landito@peace.ocn.ne.jp    TEL：（0154）23-6175  FAX：(0154)23-6213 

       委     員   植原 元晴 


